
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業番号 14 07 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 ＰＴＡ指導者研修事業費

１０箇所実
施

１０箇所実
施

１０箇所実
施

文化財・生涯学習課

（単位：千円）　

１　学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 H8 ～

１０箇所実施

Ｈ２４ H25
目標

現況
（見込） 目標 成果 達成状況

350 327 210

達成

目指す姿

現状

課・室

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理

＜参考＞
総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

担
当
課

部局 教育委員会事務局

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

研修会の開催　前期６回（６広域で各１回）、後期４回（４通学区で各１回）

ＰＴＡ指導者を対象に、社会教育関係団体としてのＰＴＡ活動のあり方を研修し、その資質向上並びにＰＴＡ活動の振興を図る
少子化により、毎年会員の減少もあるが参加人数の維持向上を図る。

○家庭や地域の教育力の低下とともに社会状況の変化に伴う子どもたちをめぐる今日的な諸課題（登下校時の安全確保、いじめ・不登校
の問題、薬物の乱用、携帯・インターネットの問題、出会い系サイトの問題等）への対応のあり方や現状理解が必要となっている。
○ＰＴＡの指導者を対象に、多様な課題解決へ向けての研修を通して、単位PTA等へ広く啓発し、家庭や地域の教育力向上を図る必要
がある。

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 ＰＴＡ指導者研修会実施要綱

実施方法 H24事業実績
H24 H25

項目

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（当初） （当初）

項目

講演及び分科会の実施

合計

成果目標の達成状況24年度

327 210
・義務関係：６か所で実施
・高校関係：４か所で実施

350

事業内容

講演及び分科会の実施 直接

（決算）

210

25年度

合計（A) 360 360 210350

予
算
額

前年度繰越

補正予算

360

当初予算 360 360 350

350 210360

353 303 327

概　算
人件費

0.50 0.50 0.50 0.50

4,159

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

全１０箇所で引き続き実施し、PTA活動の振興と指導者の資質向上を図るとともに、参加者の増加を目指す。

目標に対
する成果
の状況

目標としていた全１０箇所で実施、参加者もおよそ２００人増加した。参加者の声からは、今後のPTA活動に活かしていきたいといった、前
向きな声が聞かれ、資質向上につながる研修会となった。

 概算事業費（B（A）+C） 4,512 4,432 4,456

4,129 4,129 4,129

4,339

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの
財源


	点検（様式３）

